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富山湾に漂着したオットセイ
・ 陣臓9
．腎臓（左）66（右）62
・精巣（左）1（右）1
・腸リンパ節23
Ⅵ、内部形態
皮下脂肪は認められず，非常にやせた個体であった”
内臓は腐敗がはげしく融解に近い状態であった。胃内
容物はイカ類の顎器のみであった。内臓からは寄生虫
は認められなかった。大まかに除肉した後，晒骨装置
で煮沸し（80℃），骨格標本にした。頭骨は右側前部
（上顎骨）及び右下顎骨は欠損していた。左側前部の
上顎骨は外れていた。頭骨長は15.1cm（前端部欠損〉
であった。
今回漂着した個体は腐敗が進み，頭部前方部の形が
崩れていたが，耳介が認められたこと，四肢のヒレが
毛で被われていないこと，後ろヒレの肢の長さがそろっ
ていること，胴の後半に残っていた毛は長く密に生え
ており極めて柔らかいこと，頭骨の前方部が丸みを帯
びるなど，オットセイの特徴を持つことより（ジェファ
ソン他，1999）本種と同定した。
和田・伊藤（1999）は，オットセイのオスの成獣及
び新生児の体長と体重はそれぞれ，200cm，210kg及び
66cm，5.4kgと述べ，また，Scheffer（1955）を引用
し，「体長（オス）を例にとると，2歳で1914年の1029
cmから1943年の99.9cm…」と述べており，今回の個体
は約90cm＋であるので間もなく2歳になるものと推定
される。
オットセイCa"oF6m邸s邸FSZ"座sは，日本海には冬
から春にかけ索餌回遊し南限は朝鮮湾から大和堆とさ
れ，外洋性の生活を送るため沿岸から見ることはない
(和田・伊藤，1999）。日本鯨類研究所発行の鯨研通
信（1991年発行381号～1999年発行402号）の1991年1
月～1999年2月の記録によれば近年の日本沿岸のオッ
トセイのストランデングレコー ドは，太平洋側では青
森県1例，宮城県2例，茨城県1例神奈川県1例で，
日本海側では北海道小樽市1例（1996年5月）である
(日本鯨類研究所，1996a，1996b，1998）。今回の漂
着個体は，日本海の南限付近の海域でなんらかの原因
で死亡した個体が流れついたものと思われる。
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標本の保管
表皮，脂皮，筋肉，肝臓，腎臓，血液は，将来のD
NA及び海洋汚染物質の解析用のサンプルとして国立
科学博物館動物第一研究室及び愛媛大学農学部環境化
学研究室田辺信介教授の元で保管し，骨格及び胃内容
物は富山市科学文化センター で保管している。なお，
今回の漂着については富山県水産漁港課へ報告した。
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